
　

□ 遅延      

５

   
の評価 とともに

日

、既存の違法な盛土に

概

対しては、見回りを徹

施

底し、必要に応じた適

策

切な指導等を行った。

名

□ 進展なし    

土

 

■ 維持　□ 拡大

地

調査結果次第では、総

利

事業費が莫大になる可

用

能性もあり、民間企業

基

が施工した造成宅地及

本

び個人所有地に対し、

目

事業区分 □ 自治事務

標

   □ 法定受託 

快

  □ その他
今後の

適

方向性 □ 縮小　□ 

で

改善 公費を投じて調査

暮

を実施することが適切

ら

かどうか慎重に検討す

し

る必要がある。
（改善

や

措置等）□ 休止　□

す

 終了
計画対象 ■ 実

い

施計画査定対象  □

ま

 行政改革対象 
□ 

ち

廃止　　　　 

※決算

要

額については、端数処

施

理により、他資料の決

策

算額と差異が生じてい

の

る場合もあります。

目的 自然環境と都市的環境との調和を図り、秩序ある計画的な土地利用によるまちづくりを推進すること。

施策の方向 適正な土地利用への誘導

開発許可事務等を通じ、適正な土地利用への誘導を図るとともに、既存の違法な盛土に対しては、見回りを徹底し、必要に応じた適切な指導等を行った。
■ 計画どおり   

令和　３年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 引き続き、自然環境と都市的環境との調和を図り、秩序ある計画的な土地利用によるまちづくりを推進する。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円

1

）

土地対策事業 令和　

頁

２年度 令和　３年度 令

令

和　３年度 令和　４年

和

度 令和　２年度 令和　

 

３年度 令和　３年度 令

3

和　４年度
活動指標名

年

単位
実績 計画 実績 計画

度

決算 当初予算 決算 当初

　

予算
全体事業概要

①
大

　

規模盛土造成地第二次

事

件 ０ ０ １
平成30年に

務

策定された「国土強靭

事

化基本計画」により ス

業

クリーニング計画作成

評

、大規模盛土造成地の

価

滑動崩落等の発生によ

表

る宅地等 業務委託件数

（

0 209 154 216

個

への被害を防ぐため、

票

令和4年度に第二次ス

）

クリーニ
②

大規模盛土

課

造成地第二次 件 ０ ０ ０

名

ング計画を策定し、令

計

和5年度からの3か年

画

で市内の居 スクリーニ

ま

ング実施業務
住誘導区

ち

域にある大規模盛土造

づ

成地21か所、令和8

く

年 委託件数 令和　５年

り

度の優先度
度からの2

部

か年で居住誘導区域外

都

の8か所について調査

市

③1 を実施する。 　□

計

 Ａ　　　 □ Ｂ　

画

　　 □ Ｃ　　　 

課

□ Ｄ　

大規模盛土造

作

成地について、今後予

成

定している第二次スク

日

リーニング計画の策定

令

に向け、他市町の状況

和

等の調査
■ 計画どお

　

り   
令和　３年度

４

を行うとともに、庁内

年

関係課との調整を進め

　

た。また、開発許可事

８

務等を通じ、適正な土

月

地利用への誘導を図る


